
 中学校第２学年 数学科学習指導案 

 

 

１ 単元名 三角形と四角形 

 

 

２ 単元について 

（１）単元観 

小学校３年生では二等辺三角形の性質について、４年生では平行四辺形の性質について、

それぞれ図形の角や辺に着目し、実験、実測、観察することによって調べてきている。本単

元では演繹的な推論の意味や方法を明らかにしながら、三角形や四角形の性質を調べていく。

また、定義や定理の逆の意味や、過程、結論を明らかにして証明することの意味などを理解

し、証明を書くことにも少しずつ慣れていくようにする。また、調べる過程やその結果につ

いて説明して伝える活動を通して、適切に表現できるようにすることが重要である。 

（２）指導観 

数学において新しいことを学ぶとき、生活経験から知っていることや、学習経験が根拠に

なることがたびたびある。小学校５年生の三角形の面積の求め方と公式、中学校１年生の点

と直線との距離、平行な２直線の距離などと関連させ、ステップアップしていけるような指

導をしていく。そして、話合い活動やリトルティーチャーを取り入れる等、指導法を工夫し

ていきたい。 

 

 

３ 単元の目標 

（１）様々な事象を三角形と四角形についての性質でとらえたり、平面図形の性質や関係を見い  

   だしたりするなど、数学的に考え、表現することに関心をもち、意欲的に数学を問題の解    

   決に活用して考えたり判断したりしようとしている。  【数学への関心・意欲・態度】 

（２）三角形と四角形についての性質などの基礎的・基本的な知識や技能を活用して、論理的に  

   考察し表現するなど、数学的な見方や考え方を身に付けている。 

                               【数学的な見方や考え方】 

（３）三角形と四角形についての性質などを、数学の用語や記号を用いて簡潔に表現するなど 

   の技能を身に付けている。                    【数学的な技能】 

（４）三角形と四角形についての性質などを理解し、知識を身に付けている。 

                        【数量や図形などについての知識・理解】 

 

 

４ 評価と指導の計画（２０時間）※省略 
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５ 人権教育上のねらい（普遍的な人権課題「共感と連帯感」） 

  他者の考え方や理解に違いがあることに気付き、他者の意見を受け入れながら折り合いをつ

け、共通の目的を目指して努力しようとする態度を育てる。 

 

 

６ 人権教育上の視点 

（１）様々な意見を受け入れながら、仲間と協力し課題を解決していこうとする。（価値・態度） 

（２）仲間の様子に気を配りお互いに声をかけるなど、課題を共に解決することができる。（技能） 

 

 

７ 本時の学習指導（１８／２０時） 

（１）本時の目標  

 ・図形を等積変形することに関心をもち、その方法を考えようとしている。        

                             【数学への関心・意欲・態度】 

 ・平行線の性質を利用して、図形を等積変形することができる。   【数学的な技能】 

 ・底面が同じで高さが等しい三角形の面積は等しいことを理解している。 

   【数量や図形などについての知識・理解】 

 

（２）本時の展開                                   ◎人権教育上の配慮 

過 程 学習活動 予想される生徒の反応 

    教師の働きかけ及び 

指導上の留意点 ● 

評価・評価方法 ☆ 

振り返る 

（４分） 

 

 

 

 

つ か む

（１分） 

１ 既習事項を確認する。 

・三角形の面積の公式 

・平行線の間の距離 

・三角形で面積が等しくな 

 るのは、どのようなときか 

 

２ 本時の学習目標を知る。 

 

・三角形の面積＝底辺×高さ 

 ÷２ 

・平行線の間の距離は等しい。 

 

 

 

 

 

 

平行線の性質を利用して、図形の等積変形について考えよう。 
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考 え る 

（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わ か る 

（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめる 

（２分） 

３ 課題１に取り組む。 

 

 

 

 教科書Ｐ１４８Ｑ 

 

  

 ①課題が早く終わった生 

  徒は、リトルティーチャ 

  ーになって課題がまだ 

  終わっていない生徒を 

  支援する。 

 

 ②面積が等しくなる理由

を説明できるようにす

る。 

 

 

４ 練習問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 問題解決をする。 

 ①個人で考える。 

 ②グループで考える。 

 【個人→グループ】 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・△ＡＢＣと△ＤＢＣ 

・△ＡＢＤと△ＡＣＤ 

・△ＡＯＢと△ＤＯＣ  

・面積の等しい三角形は、３

組ある。 

 

 

 

 

 

 

   

     ㋐       

  

 

 

     ㋑ 

 

 

 

・㋐は△ＤＢＣ、△ＡＢＤ、 

 △ＡＣＤ 底辺ＢＣを共有 

・㋐で同じ面積になる三角形

は４個ある。  

・㋑は△ＤＢＭ、△ＤＭＣ 

・㋑で同じ面積になる三角形

は３個ある。 

 

 

●課題の図を板書する。 

 本時の学習における 

 基礎・基本となる内容 

 であるので確実に確 

 認する。 

☆面積の等しい三角形

を見つけることがで

きたか。 

（ノート・観察）【知】 

●正解数を伝えること

で、意欲的に取組める

ようにする。 

◎課題を共に解決する

ことができるように、

周囲の人に声をかけ

るよう促す。（技能） 

 

 

 

●課題解決の見通しを

全体で確認し、段階を

踏んで考えさせる。 

 

●㋐は３つあること、㋑ 

 は２つあることを必 

 要に応じて、個別にヒ 

 ントとして伝える。 

 

 

 

右の図は、ＡＤ//ＢＣである台形ＡＢＣＤ
で、対角線ＡＣとＤＢの交点をＯとします。 
右の図のなかから面積の等しい三角形の組を
見つけてみましょう。 

右の図㋐で△ＡＢＣと同じ面積に
なる三角形をすべて見つけてみまし
ょう。また、右の図㋑で△ＡＢＭと同
じ面積になる三角形をすべて見つけ
てみましょう。 

底辺が共通の三角形 
１つの直線上の２点Ａ、Ｂと、その直線の同じ側にある２点

Ｐ、Ｑについて、 
①ＰＱ//ＡＢならば△ＰＡＢ＝△ＱＡＢ 
②△ＰＡＢ＝△ＱＡＢならばＰＱ//ＡＢ 
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課題解決をする。



 

高 め る 

(20 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 課題２に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 課題解決をする。 

 ①個人で考える。 

 ②グループで考える。 

 【個人→グループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

        ℓ 

  

 

  

  

            Ｅ 

 

・底辺ＡＣが共通で、ＡＣ//

ＤＥであるから△ＤＡＣ＝

△ＥＡＣ…①  

 四角形ＡＢＣＤ＝△ＡＢＣ

＋△ＤＡＣ…② 

 △ＡＢＥ＝△ＡＢＣ＋△Ｅ

ＡＣ…③ 

 ①②③より 

 四角形ＡＢＣＤ＝△ＡＢＥ  

 

 

 

●①対角線ＡＣをひく。 

 ②頂点Ｄを通り、ＡＣ 

  に平行な直線ℓをひ 

  き、辺ＢＣの延長と 

  の交点をＥとする。 

 ③点ＡとＥを結び、△ 

  ＡＢＥをつくる。 

 

☆平行線の性質を利用

して、図形を等積変形

することができたか。 

（ノート・観察）【技】 

 

◎グループで考える際 

 は、積極的に人間関係 

 を築き、仲間と協力し 

 て課題解決に取組め 

 るように、なぜ面積が 

 等しくなると考えた 

 のか、に注目するよう 

 指示する。 

 （価値・態度） 

振り返り 

・活かす

（３分） 

７ 振り返る。 

・本時の学習を振り返る。 

 

 

８ 次時の学習内容を確認 

  する。 

・平行線の性質を利用すると、 

 図形の形は変わっても面積 

 は変わらない。 

 

☆自分の言葉で気付い     

 たことや分かったこ 

 とをまとめることが 

 できたか。 

（ノート・観察）【関】 

右の四角形ＡＢＣＤで、辺ＢＣの延
長上に点Ｅをとって、四角形ＡＢＣＤ
と面積が等しい△ＡＢＥをつくろう
と思います。どこに点Ｅをとればよい
でしょうか。 
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